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動物はなぜコミュニケートするのか？ 
人間はなぜコミュニケートするのか? 動物と同じ？ 

 コミュニケーションの目的と機能 

 共通の危機の伝達 

 自分や群れのテリトリーの防衛 

 協同作業に向けての場所や方向の伝達 

 求愛から交尾のプロセスの効率・効果 

 群れ（家族を含む）のつながりの維持 

 同種集団の社会的秩序を保つ順位確認 

動物に共通 

 

 

 

 
 
ヒトに特有 

 相手と交渉をする 

 自己提示 

 思考の整理 

 （自分とのコミュニケーション） 

 文化の継承 
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音声言語（話しことば） 
 
 
 
文字言語（書きことば） 
 
記号（表象されたことば） 
 
パラ言語（ことばの表情） 
 
 
 
 
 
 
身体表象（からだの表情） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
物（拡張した自我） 

直接的会話     直接会ってする対面会話 
                
間接的会話     電話などの機器を介した会話 
 
筆談，文字ボード，電子メール，指文字など 
 
モールス符号，点字，手話，シンボル，手旗など 
 
大小，強弱，高低，速さと変化 
間合い，テンポと変化，リズム，抑揚 
語気(語調) 
ことばの量 
ことばの連続性(流ちょう性） 
ことばの肌理 
                
身体的特徴    体型，体格，容姿，頭髪，体臭，肌の色，匂いなど 
身体的概観    年齢，性別，体型，背丈，皮膚，髪など 
身体加工       化粧，髪型，整形，タトゥーなど 
顔              顔立ち，表情 
目              視線，アイコンタクト，まなざし 
動作・行動    姿勢，身振り手振り，態度，動作，行動 
接触行為       なでる，打つ，抱く，触れる，握手など 
自律神経系    瞳孔，心拍，血圧，消化系，排尿，呼吸，発汗などの変化 
                
身につける物   服装，装身具，匂い 
                 所有物，使用物（道具，材料，物品など） 
創作物          絵画，音楽，手工芸品など 

言 

語 

体 

系 

非 

言 

語 

体 

系 

 コミュニケーションの媒介 

発達の方向 

知性化 客観化 

 情報入手器官の発達とコミュニケーション 

粘膜（口唇, 舌, 鼻腔） 目 耳（音→言語） 

味覚, 嗅覚, 触覚 視覚 聴覚 

直接情報 

非言語性 

原初的 

イメージ情報 

言語性 

知性的 

身体による表現 

  ジェスチャーなど手による表現 

             絵など視覚的表現 

         音･リズム・音楽による表現 

                     言語表現 
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 情報入手器官の発達とコミュニケーション 

 この人たちとはどのような手段でコミュニケートできるでしょう？ 
  ・1歳までの赤ちゃん 
  ・知的障害がある子どもたち 
  ・重度の脳性麻痺の子どもたち（知的障害はない） 
  ・認知症の中等度以上の人たち 
  ・作為体験がある統合失調症 

 統合認知機能の発達とコミュニケーション 

集中力 自尊心 自己制御 自信 学習能力 抽象的思考 etc. 

視空間知覚の発達    目と手の協調性      言語機能 

 視 覚  前 庭 覚   固 有 覚  触  覚   味  覚   嗅  覚  聴 覚 

姿勢の調整 筋緊張 

眼球運動制御 

身体図式の形成 両側の協調 運動企画  

皮膚感覚の基礎情報 
ひびき 
リズム 

 

 

 

6Y 

 

 

 

 

 

3Y 

 

        

 

 

 

1Y 

 

2M 

 

   みる   重力・運動  筋・関節 ふれる･吸う･味わう･匂う    きく 

統合認知機能 

目的的活動 

情緒的安定 

注意の持続 

安心感 

(Ayres,1979改変) 
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 コミュニケーションの成り立ち 

事柄 

事物･現象 

 

 

表 象 

 

 

情報 知識

意志 感情 

 

送り手 

反 応 

メッセージ 

 

伝達手段･方法 

送信対象 

受け手 

送信機能･構造           受信機能･構造 

   接触態勢                      接触態勢 
           記号体系    

変  換 解  読 

A B 

コミュニケーションは 

A → B → Aの一往復半があって成立 

送り手       

受け手         

事物・現象       

メッセージ       

手段・方法       

接触態勢        

記号体系        

反応        

送信機能･構造  

受信機能･構造  

メッセージの発信者 

メッセージの受信者 

伝えようとする指示対象（送信対象） 

記号化された伝えたい内容（送信対象の表象） 

メッセージを伝える手段や方法 

送り手･受け手の物理的･身体的･心理的態勢，感情の統制 

共有される記号化（変換）と解読の体系 

受け手が送り手に返す反応 

送り手が伝えたいことを記号化し伝える機能と構造 

受け手がメッセージを受け取り解読する機能と構造 

事柄 

事物･現象 

 

表 象 

 

情報 知識

意志 感情 

 

送り手 

反 応 

メッセージ 

 

伝達手段･方法 

送信対象 

受け手 

送信機能･構造           受信機能･構造 

   接触態勢  変  換            解  読    接触態勢 
           記号体系    
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 言語コミュニケーションの成りたち 

梅干しやレモンを食べて，すっぱい 

という体験（味覚による直接情報） 

身体感覚情報として蓄積 

 

視覚情報と味覚体験（身体感覚情報） 

の関連づけ 

 

視覚情報でイメージとして味覚体験 

（身体感覚情報）が再現 

 

言語情報でイメージとして味覚情報  

（身体感覚情報）が再現 

食べる 

 

 

見る，食べる 

 
 

見る 

 
 

聞く 
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手段の選択 

対象の変換 

 

 

 

   送り手 

送信対象の表象 
メッセージ受信 

メッセージ解読 

 

 

 

 

   受け手 

メッセージ 

(非言語・言語) 

フィードバック 

送信 

すごい体験を母親に話したい 

子供の気持ちを知りたい 

類似の記号体系 

双方の接触体制 

初めて象を見た子どもの場合 

  目 

  視線 

 アイコンタクト 

  表情 

 

 

  行為 

  行動 

  姿勢 

  動作 

  身振り 

からだの表情 

感じる 

観る 

聴く 

 

 

 

 

伝わる 

大小 強弱 高低 

速さ 間合い  

テンポ リズム 

抑揚 量 調子 

所有物 

作 品 

使用物 

ことばの表情 

モノ 

 共有体験  類似体験 

   五官（感覚受容器）と感受される五感の生理的共通性 

ことばの意味 

「伝え」「伝わり」 
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対象の考えや感情などこころの動きを推測したり，

対象が自分とは異なる思いを持っているということ

を理解したりする機能 
 

 

 共同注視：９か月 

 表 象 ：1歳頃 

 振 り ：１歳半頃 

 騙 し ：４歳まで 

こころの理論 Theory of Mind 

 コミュニケーションの基本 

ピーアールのページ 


